
　

本
市
の
住
民
組
織
加
入
率
は
、
令
和

３
年
で
64
・
９
％
。
全
国
平
均
よ
り
も

低
く
、さ
ら
に
、平
成
22
年
71・４
％
だ
っ

た
加
入
率
は
、
令
和
３
年
に
64
・
９
％

に
な
る
な
ど
加
入
率
の
低
下
が
著
し
い
。

　

変
化
す
る
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
住
民
組
織
衰
退
の

対
策
に
は
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
次
の
政
策
を
提
言
す
る
。

①
住
民
組
織
の
事
務
負
担
の
軽
減

　

住
民
組
織
に
対
す
る
依
頼
事
項
を
棚

卸
し
し
、
無
駄
な
部
分
を
積
極
的
に
削

減
す
る
と
と
も
に
、
事
務
作
業
を
可
視

化
し
て
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、
関
連
団
体
（
社
会
福
祉
協

議
会
等
）
と
の
情
報
連
携
に
よ
る
事
務

削
減
を
行
う
こ
と
。

②
持
続
的
な
組
織
運
営
の
た
め
の
人
員

配
置
と
場
づ
く
り
の
推
進

　

住
民
組
織
の
事
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

中
間
的
な
組
織
を
、
小
学
校
区
ご
と
の

各
公
共
施
設
等
に
置
き
、
補
助
金
申
請

手
続
き
な
ど
の
事
務
サ
ポ
ー
ト
以
外
に

加
え
、
企
画
立
案
等
の
相
談
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
。
ま
た
、
住
民

組
織
の
役
員
に
若
い
人
材
が
積
極
的
に

就
任
し
、
運
営
に
関
与
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

本
市
と
住
民
組
織
代
表
間
で
行
う
申

請
書
類
等
の
や
り
取
り
に
、
積
極
的
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
。
わ

か
り
や
す
い
入
力
方
法
を
構
築
し
、
か

つ
、
申
請
が
簡
易
に
な
る
ツ
ー
ル
の
提

供
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
個
人
情
報

の
管
理
に
は
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
、
市

民
の
提
供
可
否
の
判
断
の
も
と
に
、
住

民
組
織
が
利
用
で
き
る
運
用
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
。

常
任
委
員
会
の
政
策
提
言

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
市
の
現
状
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
１
年
半
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
総
務
財
務
委

員
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
政
策
提
言
」
を
決
議
し
ま
し
た
。
他
の
委
員
会
で
も
決
議
案
提
出

に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
決
議
し
た
提
言
は
、
今
後
、
市
長
へ
提
出
し
、
市
側
が
実
施
の
可
否
を
検
討
し
ま
す
。

フォーラム参加者

町
内
会
等
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住

民
組
織
）
の
活
性
化
策

総
務
財
務
委
員
会

　　10月９日・10日の２日間、盛岡市で開催された研究フォーラムに12人の議員が参加しました。
　フォーラムでは、「主権者教育」をテーマにしたパネルディスカッションや課題討議が行われました。
　フォーラムに参加した感想の一部を要約して紹介します。

・�本市議会では高校生との意見交換会を実施しているが、法政大学の土山希美枝教授からの「主権者教育を
していると称するのはやめませんか」という意見には同感した。
・�議員が教育するという上から目線ではなく、地方議会の持つ役割や課題解決の体験の場を作るべきであり、
その場を提供するのが議会の役割である。私たちは、課題解決や政策形成の過程をみせることを希求すべ
きであると感じた。
・�若い方の政治参加を促すためには、自分たちの意見が政治の場に伝わり、実現できるという体験を積んで
いく事が大切だと感じている。
・�選挙年齢が18歳に引き下げられたことから主権者教育が
うたわれ、各々の立場で考えや取組が議論された。継続
的な取組が肝要と受け止めた。
・�自分の価値観が変わるのが主権者教育であると言われた
パネラーの言葉が印象的だった。
・�私達が思っているほど、議員活動は市民に理解されてい
ないことを再認識した。議員は外に出て、様々な世代の
話を聞き、一般質問に取り上げるなど行動する必要があ
る。
・�出前方式で地域に関わるスタイルにも興味が湧いた。
・�世の中は、複雑化、多様化など変化が激しいが、本来の
議会が果たす役割を今一度整理する必要があると思う。

全国市議会議長会 研究フォーラムに参加して
～主権者教育の新たな展開～
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